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Generally, a dictionary introduces a standard word, used at the time the 
dictionary was edited, as headword. However, when the actual dictionary was 
observed, there were some headwords that were not standardly used. The 
prominent nonstandard words were those with slight differences in pronunciation, 
dialect, and slang expressions. In this paper, the Nippojisho, edited at the 
beginning of the 17th century and Waeigorinshusei, edited at the end of the 19th 
century were used as actual research materials for a general survey on the type of 
words introduced as headwords. As a result, it was found that both of the two 
dictionaries tend to actively use nonstandard words as headwords.  These 
findings need to be recognized in the research of dictionaries. Furthermore, it is 
presumed that the dictionaries have that tendency because the mental lexicon of 
the dictionary editors always associate the standard words with nonstandard 
words. According to the findings that this paper has indicated, the headwords 















辞書の見出し  標準語形  連合関係 
headword   standard-wordform   rapports  associatifs 

















































































































































































  アマダレ。または、アマタレ 軒端から落ちる滴り。 
 アマダリ 同上 
†アマタレ 軒端から落ちる滴り。 
 


































































刊行されたものを「再版」、1886 年に刊行されたものを「第 3 版」と呼ぶこ
とにする。第 3 版には第 1 種本と第 2 種本とがあることが指摘されている








大辞典』第 2 版は「方言」として青森県三戸郡をあげている。 
このように、『日本国語大辞典』第 2 版が使用例として、『和英語林集成』
（初版・再版・第 3 版）のみをあげている見出しが少なからずある。次に
30 例をあげる。日本語訳は『日本国語大辞典』第 2 版の語釈を参考にし、
適宜表現を整えた。記事そのものについても調整した。 
 
01：アエ A species of trout;i.q.ai or ayu.(ますの一種。アイまたはアユに同じ)
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（3 版） 
02：アオゼ North-west wind.（西北風）（3 版） 
03：アヲドリ The albatross.（あほうどり）（3 版） 
04：†アヲマ（白馬）A white or pale horse.（白く青みがかった馬）（3 版） 
05：アクセイビョウ（悪性病）A malignant disease.（たちの悪い病気）（再版） 
06：アゲチ（止乳）Weaning a child.（子供を離乳させる）（初版） 
07：†アサアト Morning frost.(poet.)(朝の霜、詩） 
08：アゼヌノ（畔布）Frilled grass-cloth.（ひだ飾り付きの草布地）（再版） 
09：アタビル To commit mischief ; to hurt,harm.（相手に害を加える）（再版） 
10：アダフダ Capricious,whimsical ; changeable , unsteady.（気まぐれで移り気
なさま。でたらめなさま）（再版） 
11：アダミミ Hearing inattentively or heedlessly.（不注意に聞くこと）（3 版） 
12：†アツナガレ  A fire ; i.q. kwaji.（火事）（3 版） 
13：アテヅ Opportunity, favorable or fortunate time.（機会、好意的または幸
運な時）（再版） 
14：†アトエ Presents made at the time of marriage ; bridal gifts.（結婚の際の
贈り物。ブライダルギフト）（3 版） 
15：アトビショリ Shrinking back ; flinching.（しりごみする）（3 版） 
16：アバイアフ（coll.for ubaiau.）To seize or snatch from one another.(互いに
奪い合う)（再版） 
17：†アバタス  To bring to light ; to expose.（光にあてる。露光する）（3 版） 
18：アメル：To be bald.（禿げる）：あたまが－。（3 版） 




21：アンカン（暗間）In the dark.（くらやみの中）（初版） 
22：アンケイ（暗計）A secret plan;intrigue.（秘密のはかりごと。隠謀）（3
版） 





24：イヒサバク（言捌）To say and unravel,unfold or explain;to clear up what is 
obscure or difficult.（不明もしくは難解な箇所をはっきり説明する）（再版） 
25：イヒマドフ（言惑）To be confused,lost of beweldered in one's talk.Caust.（話
していて、混乱する。はなはだしくことばが乱れる）（再版） 
26：†イヲツリ（漁人）An angler,fisherman.（釣り人、漁師）（初版） 
27：イサイカ Same as isasaka（イササカ）（3 版） 
28：イッペンゴシ（一邊越）Alternately.（交互に）（再版） 
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してうまれた「新興語形」であり、「アワツ」を「文語形」と呼ぶとすれば、
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どいろいろな「非標準語形」を見出しとしていることを指摘した。また過
去に使われていた語形＝古語も見出しとしており、それぞれの辞書が編ま
れた時期の現代語とのかかわりの中に、そうした古語も位置づけられてい
ることを窺わせる。共時的な観点と通時的な観点とを峻別するというのが、
ソシュールの唱えた言語学の要諦であるが、辞書体資料は、かつて使われ
ていた語形も見出しとし、方言も採りこむという点において、共時、通時
にまたがる（あるいは共時、通時を超越した）存在であるとみることがあ
るいはできるのではないか。そしてそれが当該辞書が編まれた時期の言語
使用者の「心的辞書」とはなはだしく乖離したものでないとすれば、例え
ば「連合関係」ということを軸にして、共時、通時ということを丁寧に考
えてみることも一度は必要ではないかと考える。 
本稿では辞書の連続性ということについてはふれることができなかった。
拙書『辞書をよむ』（2014 年、平凡社新書）において、「平安時代に成立し
た『和名類聚抄』が日本の辞書に大きな影響を与えてきた。そしてそのこ
とに現代の辞書編集者はあまり気づいていないかもしれないが、結果とし
て、現代の辞書も何らかのかたちで『和名類聚抄』の影響を受けている。『和
名類聚抄』が『色葉字類抄』に引用され、『色葉字類抄』をとりこんだ『節
用集』が結果として『和名類聚抄』を取り込むという「辞書の連鎖」が形
成され、そうした連鎖の中で江戸期の辞書もごく自然に『和名類聚抄』を
とりこんでいったことと思われる。江戸期の辞書を参照している明治期の
『言海』も、同じように『和名類聚抄』をとりこみ、現代刊行されている
最大規模の辞書である『日本国語大辞典』も当然『和名類聚抄』の影響を
受けることになった」（180～181 ページ）と述べた。そうした「辞書の連鎖」
によって、先行して存在している辞書の見出しが継承されていくというこ
ともある。そのようなことも勘案しなければ、辞書を日本語観察の素材と
して使うことはできないであろう。 
 
註 1 稿者は「ある文献から情報を抜き出して「編集」するといった「操作」
が行なわれている、すなわち何らかのかたちで情報の取捨選択が行なわれ
ている文献を「辞書体資料」とまず呼び、それに対して、そうしたことが
行なわれていない文献を「非辞書体資料」と呼んできた。このみかたに変
辞書が見出しとする語 
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わりはないが、本稿では「辞書体資料」を単に「辞書」と呼ぶことにする。 
註 2 稿者はこれまで辞書を「見出し項目＋語釈」という枠組みでとらえて
きている。「見出し語」ではなく「見出し項目」という表現を採っていたの
は、語を超えた言語単位が見出し（headword）になることがあるためであっ
た。これまでは「見出し項目＋語釈」全体を「項目」と呼んできたが、や
や整斉としない点があり、本稿では「見出し＋語釈」という表現を採り、「見
出し＋語釈」全体を「項目」と呼ぶことにする。 
 
